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箱根町が実施した調査データの研究目的利用につきまして（情報公開） 

 

この度、研究「大涌谷観光の安全確保のための火山ガスに対する意識調査」を行うに当た

り、箱根町が実施した調査票から得られた既存のデータを利用します。詳細は以下の通り

です。 

 

データ出典元となる調査： 箱根町総務部総務防災課による「大涌谷安全対策に関するア

ンケート」調査 

データ利用の対象期間： 2016年 10月 16日～2020年 3月 31日 

対象者： 2016 年 7 月 27 日～10 月 16 日に大涌谷を訪れて、上記調

査に参加された方 

研究目的と方法： 大涌谷訪問者の火山ガスに対する知識・態度・行動について

分析し、より一層の安全対策に役立てます。 

研究の実施場所： 帝京大学大学院公衆衛生学研究科 

利用するデータ： 年齢、性別、利用交通機関、居住地、来園人数、同行者との

関係、火山ガスに関する知識（発生、危険性、規制、情報入

手経路）、安全対策に関する知識（避難経路・救護所・監視

員）、本人・同行者の呼吸器・循環器の既往、火山ガスに関

する態度、同行者が高感受性者と仮定したときの仮想行動 

個人情報保護の仕組み： 調査票は無記名で実施され、個人を特定できる状態にはあり

ません。 

データ利用方法と結果の

公表： 

回答は数値化され、解析や結果の要約を行い、学会発表や論

文投稿に用いられます。結果の報告については、参加者への

個別の報告は不可能であるため、ホームページ等で伝達いた

します。 

了解を求める事項： 上記データの利用の了解（対象者に対する追加の負担はあり

ません。） 

データ利用の停止： 無記名のデータを用いるため、データ利用の停止は不可能で

はありますが、データから個人が特定されることはございま

せん。何卒ご理解の程、宜しくお願いします。 

問い合わせ方法： 以下の問い合わせ先に文書、電話、メールにてお寄せ下さい。 



 

研究責任者：矢野榮二（帝京大学大学院公衆衛生学研究科教授） 

研究分担者：西野真理（帝京大学大学院公衆衛生学研究科博士後期課程） 

熊 燕（帝京大学大学院公衆衛生学研究科専門職学位課程） 

問い合わせ先：〒173-8605東京都板橋区加賀 2-11-1  

帝京大学大学院公衆衛生学研究科 博士後期課程 西野真理 

℡ 03-3964-1211 内線 46216 

Email: nishinomari418@gmail.com 


